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祝 令和６年本宮市二十歳を祝う会
記念式典実行委員の３人にインタビュー！

特集　20 歳×議会

本宮一中出身
菊地　里咲 さん

白沢中出身
佐藤　圭悟 さん

本宮二中出身
橋本　悠也 さん

Ｑ 二十歳を迎えて、改めてご自身の夢や目標を教えてください。

Ｑ 二十歳を迎えて、改めてご自身の夢や目標を教えてください。

Ｑ 二十歳を迎えて、改めてご自身の夢や目標を教えてください。

Ｑ 本宮市の未来に対する期待やお考えをお聞かせください。

Ｑ 本宮市議会に対する期待やお考えをお聞かせください。

Ｑ どのような方法なら市政や議会に興味を持つと思いますか？

　私は、将来、マスメディアや情報通信関連の職業に就きたいと考えています。
世間に広く情報を発信するこの仕事は、社会的に影響力も大きく、責任も重
大だと思います。二十歳を迎えた今、成人として自覚を持ち、社会に貢献で
きるよう頑張りたいと思います。

　大工としての知識や技術をしっかりつけ、お客様が安心して暮らせる家づ
くりをすることです。

国内外で活躍できる人間になることです。

　本宮は自然が豊かで、交通の便も良く、住み良いまちだと私は思います。
それを十分に魅力的に対外にアピールできれば、より老若男女が希望を持っ
て生活していける本宮になっていくのではないかと思います。

　これからの若い人たちが「本宮市に住みたい。働きたい」と思えるような
まちづくりをしていただき、随時、情報を発信していただきたいなと思います。

　若い世代に市政や議会について興味を持ってもらうためには、若い人が気
軽にアクセスできるようウェブサイトや SNS を活用し、発信していくことが
重要だと思います。また、小中学生のうちから市政や議会に関わる機会があ
ると、より身近に感じてもらえるのではないかと思います。

20 歳を迎えられた皆さんの素晴らしい活躍をお祈りいたします。
ご協力ありがとうございました。
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理解 支援気付く
（早期発見）

つなぐ
（連携）

12 月定例会
議案
TOPIC

ケアラーとは？

　この条例はすべての子ども・若者が孤立することなく、家庭での負担軽減や
解消を図り、自分の意欲や能力を発揮できる環境づくりについて、社会全体で
支援していくことを目指したものです。
　条例では市や関係する皆さんの役割について規定され、その役割を果たすこ
とにより、子ども・若者ケアラーの支援を推進していきます。
　本宮市では、子どもや若者ケアラーへの支援の必要性の認知度を高め、40
歳未満の若者までのケアラーが自分の可能性を広げられるよう、継続的に支援
する環境づくりを進めていきます。

・18歳未満の者
・�適切な教育の機会が確保され、心身の� �
健やかな成長及び自立が図られるよう支援

市の責務
・�子ども・若者ケアラー支援に関する施策
の総合的な実施
・�保護者及びその家族、学校、市民等、事
業者並びに関係機関と相互連携

ケアラーについて知りたい方
は、（一社）日本ケアラー連盟
のHP等をご覧ください。

←障がいや病気のある家
族に代わり、買い物・料理・
掃除・洗濯などの家事をし
ている。

→家族に代わり、
幼いきょうだいの
世話をしている。

※そのほかに、保護者及びその家族・学校・事業者・関係
機関の役割についても規定されています。

市民等の役割
・�子ども・若者ケアラーに対する支援の必
要性の理解
・支援に関する施策への協力等

・18歳から 40歳未満の者
・�自らの希望に応じて、持てる意欲と能力を社会
の中で発揮する機会が確保され、生活の基盤の
安定が図られるよう支援

　こころやからだに不調のある人の「介護」
「看病」「療育」「世話」「気づかい」など、
ケアの必要な家族や近親者、友人、知人
などを無償でケアする人のことです。
※（一社）日本ケアラー連盟の定義

　若年層ケアラーの問題は、責任や負担の
重さにより、心身の健康、友人関係、学業
や仕事の選択などに影響が出てしまう場合
があることです。

Question

12/5
12/14

ヤングケアラー 若者ケアラー

支援のイメージ

本宮市子ども・若者ケアラー支援の推進に
関する条例制定について 議案第 90号

ヤングケアラーの一例です
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議案第 88号

議案第 89号

　令和5年 9月定例会で可決され、市が取得した古民
家を活用するための条令が制定されました。この条例
は、古民家を「本宮市ふるさと暮らし体験住宅」とし
てお試し体験住宅・交流施設に活用し、地域の魅力発
信を通じて関係人口や交流人口を広げ、本市への移住・
定住につなげることが目的です。

※和田字暮々内地内

　令和 6年度から軽自動車税（種別割）の納期を
変更する条例が制定されました。

　令和６年度から、軽自動車税（種別割）の通知
が５月第２週までに発送されるようになり、納期
限までの期間が十分に確保されるため、納付の利
便性が向上します。
　市民の皆さんが新しく手続きを行う必要はあり
ません。

　しらさわカルチャーセンターが、市の歴史文化資料の保管や公
開のための施設として改修されました。今後、各資料の搬入や、
資料のデータベースなどを準備し、令和6年 3月下旬にオープン
を予定しています。

本宮市歴史文化収蔵館条例制定について

本宮市ふるさと暮らし体験住宅条例制定について

本宮市税条例の一部を改正する
条例制定について 議案第 91号

変更前 変更後

賦課期日 4 月 1 日 4 月 1 日

納期限 4 月 30 日 5 月 31 日

市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
に
つ
い
て

Ｑ
市
道
の
延
長
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
り
市

の
財
政
負
担
が
増
え
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
出
た
話
か
。

Ａ
国
道
４
号
を
拡
幅
し
た
際
に
関
連
工
事
と

し
て
施
工
し
た
部
分
を
国
が
そ
の
ま
ま
管

理
し
て
い
た
が
、
国
が
国
道
本
線
の
管
理
の
み

行
う
と
い
う
方
針
の
た
め
、
国
道
４
号
と
市
道

の
管
理
区
分
の
見
直
し
を
行
う
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
99
号
）

Ｑ
歴
史
民
俗
資
料
館
の
耐
震
診
断
の
費
用

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
資
料

館
を
使
う
と
い
う
考
え
か
。

Ａ
耐
震
診
断
に
よ
り
、
耐
震
工
事
が
で
き
る

の
か
、
ど
の
程
度
の
金
額
か
を
調
べ
る
た

め
の
予
算
。
本
市
で
最
古
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
建
物
で
あ
り
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
建
造

物
を
今
後
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く
の
か
を
考

え
る
資
料
と
し
て
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

その他の議案に
対する質疑
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　令和 5年 8月に発生した、ハワイ・マウイ島
山火事災害の被災者に対する復興支援として義援
金を計上したものです。財源は財政調整基金から
繰入しています。
　令和元年東日本台風で本宮市が被災した旧第一
保育所をみずいろ保育所として移転・再建した際
に、在ハワイ日系人団体の「キズナ・ハワイ」様
から約300万円のご支援をいただいております。

　今回の一般会計補正予算では、物価高騰対策やふ
るさと納税寄付額の増加、各施設の改修・整備・解
体に要する経費などにより、本市としては過去最大
級の補正額となりました。

一般会計補正予算（第6号）　※専決処分

一般会計補正予算（第7号）（第8号）

合計 100 万円の増

合計 約 16 億 4,711 万円の増

歳入
歳出

歳入
歳出

承認承認

可決可決

専決処分とは？
　専決処分とは、議会が議決するべき事件について、市長
が議会に代わり代行することをいいます。専決処分は地方
自治法で認められたもので、できる条件が定められています。

　例）特に緊急を要するために議会を招集する時間的余裕
がないことが明らかなとき

Question

その他の補正予算 主な内容 補正額

歳
　
出

ふるさともとみや応援基金積立金 2 億 2,541 万円

贈呈品（ふるさと納税返礼品） 1 億 4,893 万円

管理運営委託料等（ふるさと納税） 7,564 万円

旧第二こども館解体設計業務委託料 288 万円

本宮市宅地造成奨励金 1,260 万円

ゲストハウス企画運営業務委託料 359 万円

備品購入費（ゲストハウス） 731 万円

エネルギー・食料品等価格高騰重点支援給付金 1 億 4,700 万円

物価高騰対応重点支援事業補助金 6,486 万円

障がい介護給付費 8,183 万円

障がい児給付費 5,746 万円

子ども子育て給付金 210 万円
仁井田地区公民館耐震補強改修実施設計業務委
託料　等 2,580 万円

荒井地区公民館耐震補強改修工事 2 億 5,200 万円

長屋分館長寿命化改修工事　等 2 億 400 万円
歴史民俗資料館耐震診断設計および資料館分館
等解体設計委託料 1,527 万円
しらさわグリーンパーク野球場改修工事

（空調設備） 5,071 万円

各種検診インターネット予約システム委託料 156 万円

歳
　
入

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 2 億 1,711 万円

ふるさと納税寄附金 4 億 5,000 万円

障がい児措置費（給付費）負担金 4,309 万円

障がい者介護給付費負担金 6,137 万円

財政調整基金繰入金 1 億 4,809 万円

荒井地区耐震補強改修事業債 2 億 5,870 万円

長屋分館長寿命化改修事業債 1 億 6,870 万円

しらさわグリーンパーク野球場施設改修事業債 5,070 万円

一般会計総額　177 億 9,340 万円

物価高騰対策

施設の改修等

プレミアム商品券発行事業　6,486 万円

住民税非課税世帯支援　　1 億 4,700 万円

  ほぼ全額が国からの交付金で  
賄われます

白沢ふれあい文化ホール改修工事
芸術・工芸等の展示に特化した施設に改修します。

荒井地区公民館耐震補強改修工事
仁井田地区公民館耐震補強改修実施設計業務委託

長屋分館長寿命化改修工事
長寿命化とあわせ、遊具を移設し、駐車場の増設
を行います。

第4弾
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常任委員会審査

　総務文教常任委員会には、本宮市ふるさと暮らし体験住宅条例制定について
のほか、議案９件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

総務文教総務文教
常任委員会常任委員会

行政視察行政視察

説
明　
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
体
験
住
宅
を
利

用
す
る
際
の
使
用
者
の
範
囲
や
使
用
料
等

を
規
定
す
る
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
体
験
住
宅
を
通

し
た
移
住
の
成
果
見
込
み
は
。

Ａ
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

移
住
者
の
実
績
を
出
せ
る
よ
う
、

魅
力
あ
る
体
験
プ
ラ
ン
の
提
供
や
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

説
明　
歴
史
民
俗
資
料
館
本
館
の
耐
震
診

断
設
計
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
。

Ｑ
耐
震
診
断
設
計
を
実
施
す
る
必
要

性
は
。

Ａ
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
が
あ
る
建

造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
補

正
す
る
耐
震
診
断
設
計
の
結
果
に
よ
り
、

後
世
に
残
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
手
法

が
取
れ
る
か
に
つ
い
て
、
か
か
る
経
費
を

比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館
、
白
沢
公
民
館
長
屋
分

館
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

説
明　
令
和
６
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税
の

納
期
を
４
月
か
ら
５
月
に
変
更
す
る
。

Ｑ
納
期
変
更
の
経
緯
は
。

Ａ
納
税
通
知
は
法
令
上
、
納
期
限
の

10
日
前
ま
で
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
10
日
以
上
の
納
付
期
間
を

確
保
し
、
納
税
者
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
に
、
納
期
変
更
を
行
う
。

本
宮
市
ふ
る
さ
と
暮
ら
し

体
験
住
宅
条
例
制
定
に

つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算

本
宮
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

現地調査

大阪府泉大津市
部活動地域移行事業について

　泉大津市では、地域スポーツ振興の観点から、
合同部活動を実施していた。生徒が地域スポー
ツに参加し、スポーツを楽しむことを趣旨とし
て、令和３年度から実施している。現在は、ダ
ンス部を立ち上げるまでに進展しており、新た
な取組として参考となるものであった。
　既存の運動部活動の地域移行に向けては、今
後、運営方法を３類型に分類・整理することで、
適切な運営を行っていくという方針であった
が、実施するにあたっては、地域の実情を把握・
整理する必要性があると感じた。

大阪府吹田市
自治体DX推進事業について

　吹田市では、ＤＸ推進の方向性を早期に確立
し、令和５年度末までに全ての行政手続きの
電子化１００％に向けて取り組んでいた。全庁
的なＤＸ推進に取り組むことができた要因とし
て、指揮系統が明確であり、指示が具体的であっ
たことが挙げられていた。また、「情報化推進
計画」を策定し、業務ごとのＩＣＴ化に向けた
取組の管理を行っていた。さらに、コンサルティ
ング会社支援のもと、庁内職員のＩＣＴ相談を
実施するなど、全庁的に取り組むための推進体
制が整っており、参考となるものであった。�

令和5年10月31日（火）～11月1日（水）

▲歴史民俗資料館の視察
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　生活福祉常任委員会には、令和５年度本宮市一般会計補正予算のほか議案
４件、陳情２件が付託されました。

生活福祉生活福祉
常任委員会常任委員会

行政視察行政視察

陳
情
第
４
号
「
す
べ
て
の
医
療
・
介
護
従

事
者
の
処
遇
改
善
と
人
員
増
を
求
め
る
陳

情
書
」
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
採
択
と

決
定
し
ま
し
た
。

陳
情
第
５
号
「
健
康
保
険
証
の
廃
止
の
中

止
を
求
め
る
陳
情
書
」
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

説
明　
出
産
す
る
被
保
険
者
に
係
る
産
前

産
後
期
間
の
保
険
税
軽
減
措
置
を
講
じ
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

Ｑ
国
保
税
軽
減
の
対
象
人
数
と
周
知

方
法
は
。

Ａ
令
和
６
年
１
月
１
日
施
行
日
時
点

で
の
対
象
者
は
２
名
。
周
知
に
関

し
て
は
、
個
別
通
知
及
び
広
報
紙
に
よ
る

周
知
を
図
る
。

説
明　
子
ど
も
・
若
者
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し

継
続
的
な
支
援
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例

を
制
定
す
る
。

Ｑ
若
者
ケ
ア
ラ
ー
の
把
握
及
び
早
期

発
見
に
向
け
た
対
策
は
。

Ａ
若
者
ケ
ア
ラ
ー
は
、
介
護
等
の
ケ

ア
と
学
業
や
仕
事
の
両
立
が
厳
し

い
方
が
対
象
と
見
込
ま
れ
る
が
、
家
庭

事
情
や
就
労
状
況
な
ど
に
よ
り
様
々
な

ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。
ケ
ア
対
象
者

に
関
わ
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、
早
期

発
見
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
た
い
。�

陳
情
審
査

本
宮
市
子
ど
も
・
若
者

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
推
進
に

関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

愛知県豊田市
窓口業務改善事業について

　これまで来庁者が手書きしていた申請書の
記載を、窓口で職員がデータ作成する方式に
変更、スマホを使った事前申請を導入し、「書
かない窓口」を目指す取り組みを視察した。
総合窓口設置による適切な案内に加え、住民
異動に伴う手続きを可能な限りワンストップ
で行うことができ、書かない窓口とあわせて、
市民の利便性が大きく向上していると感じた。
　また、窓口相談では積極的にAIを活用す
ることで、経験の浅い職員でも適切な提案が
でき、市民と職員双方にメリットのある施策
であった。

愛知県長久手市
多世代共生事業について

　長久手市は人口が増加している全国でも平均年齢が
とても低いまちであり、その中で特色のある民間事業
の取り組みとして、高齢者施設と子育て施設が同居す
る「ゴジカラ村」を視察した。
　ゴジカラ村は高齢者と子どもが自然に関わりあう「暮
らしの延長」という理想のもと運営され、入居者の気
持ちや子ども達の好奇心に寄り添ったサービスであっ
た。施設運営の課題である人手不足について、県外の
高校と連携して受け入れを行っており、人材確保・人
口増の取組みとして参考になった。また、施設を地域
のボランティアやサポーターが支えることで成り立っ
ており、地域が施設を支える構造は持続可能な社会を
目指すための在り方として参考になるものであった。

令和5年10月25日（水）～10月26日（木）

▲詳しい説明を聞きながら視察（ゴジカラ村）



8もとみや議会だより第78号

常任委員会審査

　産業建設常任委員会には、陳情１件及び令和５年度本宮市一般会計補正予算
（第７号）のほか議案３件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

産業建設産業建設
常任委員会常任委員会

行政視察行政視察

陳
情
第
６
号
「
市
道
舘
ノ
越
・
関
根
線
ほ

か
関
連
道
路
等
の
整
備
を
求
め
る
陳
情

書
」
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
お
よ
び
審
査

を
行
い
、
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

説
明　
市
道
７
路
線
を
廃
止
し
、
７
路
線

を
認
定
す
る
。

Ｑ
道
路
の
形
状
の
な
い
路
線
や
、
民

地
を
市
道
と
し
て
認
定
し
て
い
る

路
線
の
今
後
の
対
応
は
。

Ａ
開
発
等
に
伴
う
現
地
調
査
の
際
に
、

現
状
に
適
さ
な
い
路
線
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、
そ
の
都
度
、
廃
止
や
再
認
定
、

区
域
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
周

辺
住
民
の
使
用
状
況
に
合
わ
せ
て
、
使
用

者
に
不
都
合
が
生
じ
な
い
よ
う
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

市
道
新
介
・
恵
向
線
道
路
維
持
工
事
箇

所
、
立
石
山
浄
水
場
の
現
地
調
査
を
実
施

し
た
。

説
明　
五
百
川
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
か

か
る
経
費
を
補
正
す
る
。

Ｑ
駅
前
ト
イ
レ
の
設
置
箇
所
は
。

Ａ
駅
前
広
場
の
将
来
計
画
の
支
障
に

な
ら
な
い
位
置
で
、
な
お
か
つ
、

駅
に
近
い
場
所
を
選
定
し
た
。
Ｊ
Ｒ
の
敷

地
内
に
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
の
結
果
、
無
償
借
地

の
予
定
で
あ
る
。

説
明　

多
面
的
機
能
維
持
活
動
支
援
事

業
に
か
か
る
経
費
を
補
正
す
る
。

Ｑ
交
付
金
の
返
還
が
生
じ
た
理
由
は
。

Ａ
農
地
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て

い
な
い
、
ま
た
は
、
農
地
転
用
に

よ
り
農
地
以
外
へ
の
地
目
へ
変
更
と
な
っ

た
部
分
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
外
と
な
る

た
め
、
交
付
金
の
返
還
が
生
じ
た
。

Ｑ
補
助
要
件
達
成
に
向
け
た
対
応
は
。

Ａ
多
面
的
機
能
維
持
活
動
に
関
す
る

研
修
会
や
現
地
確
認
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
際
に
各
団
体
へ
説
明
及
び
指

導
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。�

陳
情
審
査

市
道
路
線
の
廃
止
お
よ
び

認
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算

現地調査

滋賀県米原市　空き家対策事業について
　米原市は、持ち家率が８７．１％と非常に高く、今後
人口減少による空き家増加が懸念されており、空き家の
適正管理や活用にむけた様々な取り組みを行っている。
　空き家バンク事業では、「まいばら空き家対策研究会」
が空き家所有者と移住希望者の仲人として契約までサ
ポートしており、事前に自治会との面談の機会を設ける
ことで移住後のミスマッチを防ぎながら、地域と移住希
望者の相互理解を図る取り組みを行っており、空き家
バンクの成約率は滋賀県内第１位の５６％という実績を
誇っている。
　また、市では空き家バンクサポーター制度を設け、
空き家所有者への働きかけを行ったり、「空家再生みら
いつくり隊員」が空き家等を活用した生業づくりに挑戦
しているところである。
　本市においても、令和６年度に空家等対策計画の改
定も予定されており、今後の参考となる事例であった。

滋賀県東近江市　就農支援事業について
　東近江市は近畿最大の耕地面積を誇る一大穀倉地帯
であり、近畿有数の農業地域である。
　平成30年にＪＡ等と共同で地域商社「㈱東近江あぐ
りステーション」を設立し、本来、生産者が行う野菜の
袋詰めや、取引先との価格交渉等を担い、地元スーパー
等へ短い流通経路で商品を提供している。生産者側の
コスト削減や安定販路の確保に向けた取り組みにより、
生産者の経営リスクの回避、就農への不安払拭へと繋
がっている。
　新規就農希望者に対しては、県やＪＡ等の関係機関
と連携し、適性を見極め、就農方法の選択、研修先や
就農先とのマッチングを行い、就農後も継続的な相談
や指導を行うことにより、就農後の離農を防止し、安定
的な農業経営を継続できるよう支援をしている。
　本市においても、今後いかに農業者を確保・支援し
ていくかが課題であり、今後の参考となる事例であった。�

令和5年11月6日（月）～11月7日（火）

▲アサヒビール福島工場北側
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討論

陳情第５号　健康保険証廃止の中止を求める陳情書

議案第102号　�本宮市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例制定について

討　論

会 派 名 誠和会 新風会 創成会 公 共 無所属

� 議員名

議案

石
橋
今
朝
夫

菊
田
広
嗣

磯
松
俊
彦

玉
川　
実

渡
辺
富
幸

後
藤
友
誉

橋
本
善
壽

三
瓶
裕
司

斎
藤
雅
彦

根
本
利
信

田
中
美
代
子

国
分
秀
好

渡
辺
秀
雄

菅
野
健
治

三
瓶
幹
夫

馬
場
亨
守

川
名
順
子

渡
辺
忠
夫

伊
藤
隆
一

作
田　
博

陳情第 5号不採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

議案第 102号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

下記以外の議案等は全会一致で可決されています。12月定例会賛否一覧

渡辺　忠夫 議員

渡辺　忠夫 議員

　委員会の採決の結果は不採択だったが僅差であった。陳情書の趣旨内容には、マイナ保険証
の自己負担割合の誤入力や資格無効と表示され、さらには情報漏洩に対して多くの国民が危惧
する状況。マイナンバーカードによる受診のトラブルが続発し多くの患者・国民が不安を抱え
ている。このような中、多くの医療機関ではマイナンバーカードと健康保険証を両方持ってき
てもらうことで現場の混乱を回避しているのが実情である。世論調査でも政府の方針に関し延
期や撤回を求める声が計 72.1% にのぼったと述べられている。この声に本宮市議会でも応える
べきと思う。昨日（12/13）の新聞に、全国保険医団体連合会会員 1000 医療機関のうち過半
数で 10 月以降もトラブルが起きているとの結果が公表されており、その中で利用率が 5％未
満と少ないのにこれだけトラブルが起きている。保険証がなくなれば医療機関の受付は大混乱
する。現行の保険証の存続は譲れないと訴えているという報道がされていた。陳情にもでてい
るとおり、このままでは膨大な無保険者が生まれる危険性があり、国民皆保険制度の根幹を崩
す重大な問題。市議会の賢明な判断で採択とするようお願いする。

　現在、物価高騰による影響で市民の暮らしは大変である。市民の暮らしに対するその対策が
十分に果たされていない状況のもとで議員の期末手当の引き上げは、住民の理解は得られない
と判断する。よってこの条例制定に賛成することはできない。

○は賛成　●は反対　欠は欠席　議長（橋本善壽）は採決には加わらない
　会派名の略称は以下のとおり　公…本宮市議会公明党　共…日本共産党

不採択反対討論

反対討論
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議決結果一覧

令和5年12月定例会　議決結果一覧表
市長提出議案27件�報告 2件

番　号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

議案第 86 号 専決処分の承認を求めることについて（専決第 7 号令和 5 年度本宮市一般会計補正
予算（第 6 号）） 総務文教 承認

議案第 87 号 本宮市長等の給与の特例に関する条例制定について 総務文教 原案可決

議案第 88 号 本宮市ふるさと暮らし体験住宅条例制定について 総務文教 原案可決

議案第 89 号 本宮市歴史文化収蔵館条例制定について 総務文教 原案可決

議案第 90 号 本宮市子ども・若者ケアラー支援の推進に関する条例制定について 生活福祉 原案可決

議案第 91 号 本宮市税条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決

議案第 92 号 本宮市税特別措置条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決

議案第 93 号 本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決

議案第 94 号 本宮市しらさわカルチャーセンター条例を廃止する条例制定について 総務文教 原案可決

議案第 95 号 英国自動人形等美術品及び展示什器購入契約について 総務文教 原案可決

議案第 96 号 白沢公民館改修建築主体工事請負契約の一部を変更する契約について 総務文教 原案可決

議案第 97 号 市道路線の廃止について 産業建設 原案可決

議案第 98 号 市道路線の認定について 産業建設 原案可決

議案第 99 号 令和 5 年度本宮市一般会計補正予算（第 7 号） 全常任委員会 原案可決

議案第 100 号 令和 5 年度本宮市介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 生活福祉 原案可決

議案第 101 号 令和 5 年度本宮市水道事業会計補正予算（第 3 号） 産業建設 原案可決

議案第 102 号 本宮市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例制定について 省略 原案可決

議案第 103 号 本宮市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定について 省略 原案可決

議案第 104 号 本宮市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 省略 原案可決

議案第 105 号 本宮市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定につい
て 省略 原案可決

議案第 106 号 本宮市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制
定について 省略 原案可決

議案第 107 号 本宮市手数料徴収条例の一部を改正する条例制定について 省略 原案可決

議案第 108 号 令和 5 年度本宮市一般会計補正予算（第 8 号） 省略 原案可決

議案第 109 号 令和 5 年度本宮市国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 省略 原案可決

議案第 110 号 令和 5 年度本宮市介護保険特別会計補正予算（第 4 号） 省略 原案可決

議案第 111 号 令和 5 年度本宮市水道事業会計補正予算（第 4 号） 省略 原案可決

議案第 112 号 令和 5 年度本宮市公共下水道事業会計補正予算（第 3 号） 省略 原案可決

報告第 14 号 専決処分の報告について （専決第 5.6.8.9.11.12 号 和解及び損害賠償額の決定につ
いて） - -

報告第 15 号 専決処分の報告について （専決第 10 号 白沢公民館改修電気設備工事請負契約の一
部を変更する契約について） - -
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議会活動

議　会　活　動

陳情3件

議員提出案件3件

番　号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

陳情第 4 号 すべての医療・介護従事者の処遇改善と人員増を求める陳情書 生活福祉 採択

陳情第５号 健康保険証廃止の中止を求める陳情書 生活福祉 不採択

陳情第６号 市道舘ノ越・関根線ほか関連道路等の整備を求める陳情について 産業建設 採択

番　号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

発議第 6 号 国民の命と健康を守るため、政府の責任ですべての医療・介護従事者の処遇改善と
人員増を求める意見書 - 原案可決

- 議員派遣について（県市議会議長会主催の議員研修会、上尾市議会・本宮市議会合
同議員研修会、広報広聴委員会視察調査） - 決定

- 閉会中継続調査（全常任委員会） - 決定

能登半島地震に対する
義援金について

　令和６年１月１日に発生いたしました、
能登半島地震でお亡くなりになりました
方々に、哀悼の意を表するとともに、被
災された皆様へ心よりお見舞い申し上げ
ます。
　本宮市議会では、被災状況がとても甚
大であることから、議員全員が賛成の上、
有志により義援金をおくることといたし
ました。

　新型コロナウイルス感染症の影響は徐々に解消され
てきていますが、依然として物価高騰は収まらず、市
民生活は大変苦しい状況です。また、市の公共施設の
老朽化等による改修工事などとあわせ、市財政にも大
きな影響を与えることが懸念されております。そのよ
うな中で、市の将来や市民のために、より効率的で効
果的な財政運営を求めるため、市議会として、市長へ

「令和 6 年度予算編成に対する要望書」を提出しまし
た。　以下で一部を紹介します。

総務文教常任委員会
・ 魅力的な市の特産品をふるさと納税返礼品とし、

地域の魅力を広く周知できるよう効果的な発信に
努めること。

生活福祉常任委員会
・ 地域公共交通の運行状況の把握や利用者の声に基

づく評価検証を実施し、利用者にわかりやすい情
報発信に努めること。

産業建設常任委員会
・ 五百川駅周辺の整備事業促進、本宮ＩＣ周辺の開

発促進をはかること。
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市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

一般質問一般質問
　議員が、市政全般のことについて、市に対して考えを聞くのが
一般質問です。皆さんの生活にかかわる内容がきっとあります。

質問議員 質問事項 ページ
磯松　俊彦
（誠和会）

・本市農業と特産品の未来は
・高木地区避難所指定見直す考えは 13

三瓶　幹夫
（創成会）

・危険な交差点の対応策について
・住宅街のクマ出没対応策について 13

斎藤　雅彦
（新風会）

・情報システム標準化の取組みは
・電子図書館の取組みについて 14

後藤　友誉
（誠和会）

・不妊治療に全額助成の考えは
・空き家解体の支援制度の検討は 14

渡辺　富幸
（誠和会）

・本宮ＩＣ東側開発の現状と今後は
・独自の財源で商品券発行は可能か 15

玉川　実
（誠和会）

・小中ＩＣＴ利用による学力向上は
・ふるさと納税について 15

国分　秀好
（新風会）

・ゲストハウスの利用目的は
・今後の農業と地域計画策定は 16

田中　美代子
（新風会）

・健康長寿への環境つくりについて
・認知症の理解と対応について問う 16

川名　順子
（本宮市議会公明党）

・学習支援の実施、無料塾の考えは
・共生社会の実現を推進するために 17

渡辺　忠夫
（日本共産党）

・交付金は今年中に交付すべきでは
・糠沢礼堂地内変則交差点改良は 17

Question
一般質問とは

ＱＲコードから各議員の質問の
映像を見ることができます。
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲高木地区の避難所は

・本市農業の持続的発展に向けた予算は
・不法投棄を具体的に規制する取組みの企画は

問問　
高
木
地
区
公
民
館
へ
の

避
難
所
指
定
見
直
す
考
え

は
。
旧
白
沢
村
で
表
彰
式
日

程
は
い
つ
だ
っ
た
か
。
市
表

彰
条
例
に
定
め
る
日
付
は
11

月
3
日
だ
が
開
催
時
間
規
定

は
な
い
。
工
夫
凝
ら
す
知
恵

は
な
い
か
。
白
沢
地
区
の
神

社
で
は
11
月
３
日
午
前
、
秋

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

答答　
令
和
元
年
の
台
風
時
、

避
難
住
民
を
収
容
し
き
れ
な

い
と
想
定
し
総
合
体
育
館
に

変
更
し
た
。
市
で
は
別
施
設

に
見
直
す
と
い
う
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。
旧
白
沢
村

で
表
彰
式
は
４
月
下
旬
に
行

わ
れ
た
。
市
の
表
彰
式
の
時

間
変
更
に
つ
い
て
は
今
の
所

考
え
て
い
な
い
。

問問　
農
家
数
の
10
年
後
に
つ

い
て
の
分
析
、
予
測
を
し
て

い
る
か
。
市
で
は
農
業
人

フ
ェ
ア
へ
の
参
加
は
さ
れ
て

い
る
か
。
本
市
へ
の
就
農
に

関
心
を
持
た
れ
る
よ
う
な
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
状
況

は
。
本
市
に
お
け
る
新
し
い

特
産
品
育
成
の
取
組
み
に
つ

い
て
の
現
状
は
。

答答　
小
さ
な
農
家
は
減
っ
て

い
く
の
で
は
。
農
業
人
フ
ェ

ア
に
今
年
度
市
は
参
加
し

て
い
な
い
。
市
の
就
農
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
現
在

作
成
し
て
い
な
い
。
農
業
人

フ
ェ
ア
に
参
加
し
本
市
Ｐ
Ｒ

を
図
り
た
い
。
若
手
農
業
団

が
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒
米
を
作

付
し
純
米
吟
醸
酒
を
販
売
。

問
答 本

市
農
業
と
特
産
品
の
未
来
は

農
家
数
の
予
測
は
行
っ
て
い
な
い

磯松 俊彦
( 誠和会 )

その他の質問

問
高
木
地
区
避
難
所
指
定
見
直
す
考
え
は

答
別
施
設
に
見
直
す
考
え
は
な
い

・人口減少対策について

▲糠沢地内の危険な交差点

問問　
全
国
で
生
活
圏
内
（
住

宅
街
）
に
ク
マ
が
出
没
し
、

特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
多

く
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
木
の

実
の
不
作
も
影
響
し
、
え
さ

を
求
め
て
動
い
て
い
る
。
実

施
隊
と
猟
友
会
の
体
制
強
化

に
つ
い
て
は
。
自
治
体
は
ど

こ
ま
で
責
任
を
持
て
る
の

か
。

答答　
今
年
の
捕
獲
状
況
は
、

ク
マ
６
頭
イ
ノ
シ
シ
29
頭
捕

獲
し
た
。
新
た
な
取
組
と
し

て
獣
害
カ
メ
ラ
10
台
を
Ｊ
Ａ

か
ら
寄
附
に
よ
り
運
用
開
始

し
た
。
自
治
体
の
職
務
に
よ

り
災
害
を
受
け
た
場
合
の
補

償
は
、
市
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
条
例
に
よ
る
公
務
災
害

で
補
償
す
る
。

問問　
危
険
と
想
定
さ
れ
る
交

差
点
箇
所
、
県
道
二
本
松
・

須
賀
川
線
、
仁
井
田
・
白
岩

線
山
中
地
内
。
大
変
危
険
な

道
路
で
あ
る
。
市
民
か
ら
は

危
険
な
箇
所
と
の
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。
そ
の
計
画
修

繕
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策

な
の
か
。

答答　
本
宮
市
、
福
島
県
、
警

察
署
等
で
現
地
を
確
認
し
対

応
策
を
検
討
し
た
。
本
年
度

は
仁
井
田
・
白
岩
線
の
維
持

工
事
を
す
で
に
発
注
済
。
減

速
す
る
マ
ー
ク
の
路
面
標

示
、
県
は
来
年
度
交
差
点
付

近
の
区
画
線
引
き
直
し
や
ラ

バ
ー
ポ
ー
ル
設
置
、
交
差
点

内
の
カ
ラ
ー
舗
装
を
予
定
。

問
答 危

険
な
交
差
点
の
対
応
策
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
が
現
地
確
認
し
て
い
る

三瓶 幹夫
( 創成会 )

その他の質問

問
住
宅
街
の
ク
マ
出
没
対
応
策
に
つ
い
て

答
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
組
織
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲リニューアルされたしらさわ夢図書館

・子どもに読書習慣をつけさせる活字離れ対策は
・6 年２月供用開始のゲストハウス運営の考えは

問問　
来
館
し
な
い
で
24
時
間

３
６
５
日
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
利
用
で
き
、
返
す
手
間
も

な
く
な
る
便
利
さ
が
あ
り
、

紛
失
や
破
損
の
心
配
や
返
却

期
限
が
過
ぎ
た
人
に
催
告
す

る
手
間
も
な
い
。
図
書
館
の

利
用
促
進
を
図
る
手
段
と
し

て
電
子
書
籍
は
有
効
と
考
え

る
が
導
入
の
考
え
は
。

答答　
当
面
は
他
自
治
体
で
も

活
用
推
奨
し
て
い
る
誰
で
も

ア
ク
セ
ス
で
き
る
無
料
電
子

書
籍
青
空
文
庫
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
電
子
書
籍
に
つ
い

て
の
情
報
を
伝
え
る
機
会
を

設
け
る
と
と
も
に
、
他
市
の

導
入
状
況
や
利
用
状
況
、
運

用
費
用
等
に
つ
い
て
調
査
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

問問　
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
・
共
通
化
の
調
査

状
況
や
確
認
結
果
は
。
標
準

化
の
対
応
に
つ
い
て
は
再
構

築
、
リ
プ
レ
ー
ス
や
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
等
の
対
応
方

針
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
本
市
の
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
へ
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
作
成
状
況
は
。

答答　
現
行
の
シ
ス
テ
ム
と
国

が
示
す
標
準
仕
様
書
の
比
較

分
析
調
査
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
末
に
調
査
確
認
が
終

了
す
る
予
定
で
あ
る
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
計
画
等
に
つ
い

て
は
、
Ｄ
Ｘ
全
体
も
含
め
他

市
と
比
較
し
て
遅
れ
て
い
る

部
分
も
あ
り
、
調
査
結
果
な

ど
も
踏
ま
え
策
定
す
る
。

問
答 情

報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の
取
組
み
は

市
の
標
準
化
移
行
計
画
を
策
定
す
る

斎藤 雅彦
( 新風会 )

その他の質問

問
電
子
図
書
館
の
取
組
み
に
つ
い
て

答
電
子
書
籍
提
供
体
制
が
ま
だ
発
展
途
上

▲不妊治療と仕事との両立に向け環境整備が大切となる

・企業に向け不妊治療で働ける環境づくり発信は
・空家等対策特別措置法による本市での課題は

問問　
空
き
家
所
有
者
が
解
体

し
な
い
理
由
に
上
が
っ
て
い

る
解
体
費
用
の
負
担
に
対
し

て
、
空
き
家
解
体
の
一
部
を

補
助
し
、
所
有
者
に
対
し
て

後
押
し
と
な
る
よ
う
な
支
援

制
度
の
取
組
み
、
検
討
は
あ

る
の
か
。

答答　
空
き
家
の
所
有
者
の
意

向
調
査
に
よ
る
今
後
の
活
用

の
設
問
に
お
い
て
、
解
体
費

用
の
支
出
困
難
の
回
答
が
最

も
多
か
っ
た
。
空
き
家
の
解

体
支
援
で
成
果
を
あ
げ
て
い

る
自
治
体
も
把
握
し
て
い

る
。
空
き
家
対
策
協
議
会
に

て
、
材
料
の
一
つ
と
し
て
検

討
を
し
て
い
く
。

問問　
不
妊
は
身
近
な
こ
と
で

あ
る
。
経
済
的
負
担
が
あ
る

中
で
、
全
国
で
は
全
額
助
成

を
し
、
移
住
の
効
果
を
出
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
本
宮
の

看
板
の
も
と
不
妊
治
療
で
、

子
ど
も
を
望
ん
で
い
る
方
々

に
不
妊
治
療
に
関
す
る
全
額

助
成
の
考
え
は
あ
る
か
。

答答　
県
内
に
お
い
て
は
、
全

額
助
成
し
て
い
る
市
町
村
は

な
い
。
本
市
で
も
上
限
を
設

け
て
助
成
し
て
い
る
制
度
で

あ
っ
て
、
全
額
助
成
を
し
て

い
く
考
え
は
な
く
現
行
制
度

に
つ
い
て
継
続
し
て
ま
い
り

た
い
。

問
答 不

妊
治
療
に
全
額
助
成
の
考
え
は

全
額
助
成
の
考
え
は
な
い

後藤 友誉
( 誠和会 )

その他の質問

問
空
き
家
解
体
の
支
援
制
度
の
検
討
は

答
材
料
の
一
つ
と
し
て
検
討



15 もとみや議会だより第78号

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲本宮市の小学校・中学校の学習向上を目指して
（岩根小学校校舎）

・ＧＩＧＡスクール施策
・ＳＴＡＥＭ教育について

問問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後

の
発
展
と
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
、
今
年
度
は
昨
年
度

対
比
大
幅
な
伸
長
率
と
な

り
、
年
間
10
億
円
目
標
と

な
っ
た
。
今
年
度
よ
り
給
食

費
が
半
額
と
な
っ
た
が
、
更

に
９
千
万
円
増
額
し
、
給
食

費
の
完
全
無
償
化
の
考
え

は
。

答答　
何
故
急
に
伸
び
た
か
は

90
％
以
上
は
ビ
ー
ル
で
市
内

業
者
の
協
力
に
よ
り
増
え

た
。
給
食
費
は
全
額
で
１
・

８
億
円
な
の
で
無
償
化
は
、

可
能
だ
が
今
は
今
あ
る
サ
ー

ビ
ス
を
担
保
す
る
た
め
の
準

備
金
を
確
保
す
る
時
期
と
考

え
る
。

問問　
今
回
の
学
力
テ
ス
ト
で

小
中
学
校
の
算
数
、
数
学
が

全
国
ポ
イ
ン
ト
よ
り
下
回
っ

た
。
学
力
向
上
の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
具
体
的
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
に
よ
る
学
力
テ

ス
ト
の
学
習
効
果
を
上
げ
る

た
め
の
施
策
と
し
て
進
め
て

は
。

答答　
１
つ
目
は
興
味
・
関
心

が
続
く
よ
う
に
し
て
い
く
。

２
つ
目
は
情
報
の
取
捨
選
択

の
中
で
必
要
性
、
読
解
力
の

向
上
。
３
つ
目
は
算
数
、
数

学
の
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
活
用
で

個
別
に
あ
っ
た
学
習
を
進
め

る
。

問
答 小

中
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
に
よ
る
学
力
向
上
は

学
習
向
上
と
し
て
３
点
が
考
え
ら
れ
る

玉川 実
( 誠和会 )

その他の質問

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

答
恒
久
財
源
に
な
れ
ば
踏
み
込
め
る

▲今後の本宮市発展の命運を握る本宮 IC 東側地区の開発

・旧第二こども館跡地利用案の進捗状況は

問問　
30
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

の
商
品
券
は
市
民
か
ら
非
常

に
好
評
で
あ
っ
た
。
そ
の

30
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
を
市
の
独
自
の
財
源
で
実

施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を
原

資
に
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
発
行
す
る
こ
と
は
可

能
か
。

答答　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付

金
を
原
資
に
し
て
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
発
行
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
後
は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
高
騰

や
猛
暑
の
影
響
を
特
に
受
け

た
運
輸
・
農
業
分
野
の
状
況

を
見
た
上
で
必
要
と
あ
ら
ば

自
主
財
源
を
使
っ
て
で
も
そ

の
額
を
注
入
し
て
い
く
。

問問　
本
宮
Ｉ
Ｃ
東
側
に
進
出

が
噂
さ
れ
て
い
る
大
型
商
業

施
設
と
そ
の
他
の
企
業
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
本
宮
Ｉ
Ｃ
東
側

に
つ
い
て
は
、
五
百
川
駅
も

絡
め
な
が
ら
商
業
地
・
住
宅

地
と
し
て
開
発
を
進
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
思
う
が
、
市

と
し
て
の
考
え
は
。

答答　
大
型
商
業
施
設
と
は
継

続
し
て
話
し
合
い
を
進
め
て

い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が

立
地
を
計
画
し
て
い
る
。
道

路
改
良
を
計
画
し
て
い
る
エ

リ
ア
は
民
間
商
業
施
設
や
ホ

テ
ル
等
の
誘
導
を
図
り
な
が

ら
、
本
市
の
定
住
と
交
流
を

支
え
る
未
来
創
り
の
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。

問
答 本

宮
Ｉ
Ｃ
東
側
開
発
の
現
状
と
今
後
は

未
来
創
り
の
拠
点
と
し
て
活
用
を
図
る

渡辺 富幸
( 誠和会 )

その他の質問

問
独
自
の
財
源
で
商
品
券
発
行
は
可
能
か

答
可
能
で
は
あ
る



16もとみや議会だより第78号

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲本宮市 定住・移住みらいプロジェクト

・水素自動車への購入補助金は考えているのか

問問　
こ
れ
ま
で
の
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
作
成
実
行
が
進
ま

な
か
っ
た
理
由
と
、
今
後
の

地
域
計
画
の
概
要
と
進
め

方
、い
つ
ま
で
に
や
る
の
か
。

答答　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、

高
齢
化
・
担
い
手
不
足
で
人

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
り
進

ま
な
か
っ
た
。
地
域
計
画
の

概
要
は
、
令
和
４
年
５
月
の

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
法
制

化
さ
れ
た
計
画
で
、
令
和
７

年
３
月
ま
で
の
策
定
が
義

務
。

問問　
建
物
の
集
客
及
び
施
設

の
整
備
状
況
は
。
利
用
促
進

の
た
め
に
本
市
と
し
て
は
ど

の
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
利
用
料

が
無
料
と
な
っ
た
理
由
は
。

答答　
建
物
は
約
２
０
０
平
方

米
ほ
ど
あ
り
、
和
室
・
洋
室
・

洋
間
が
あ
る
。
本
宮
市
を

移
住
・
定
住
の
地
と
し
て
選

ん
で
頂
く
の
が
最
大
の
目
的

で
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
今
後

も
考
え
て
い
く
。
利
用
料
に

つ
い
て
は
、
旅
館
業
法
さ
ら

に
建
築
確
認
の
許
可
の
関
係

で
、
無
料
と
す
る
。

問
答 ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
の
利
用
目
的
は

本
市
の
魅
力
と
移
住
・
定
住
促
進

国分 秀好
( 新風会 )

その他の質問

問
今
後
の
農
業
と
地
域
計
画
策
定
は

答
農
業
の
将
来
像
を
検
討
し
策
定
す
る

▲食事はバランス良く腹八分目

・骨粗しょう症の検診の状況と指導について
・買い物支援事業について

問問　
将
来
５
人
に
１
人
が
認

知
症
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
中
、
認
知
症
の
方
へ
の
対

応
は
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
（
認
知
症
の
方
や
家
族

の
支
援
と
応
援
）が
あ
る
が
、

育
成
状
況
と
他
機
関
と
の
連

携
状
況
、
今
後
の
対
象
者
の

拡
充
を
含
め
た
対
応
は
。

答答　
認
知
症
初
期
集
中
チ
ー

ム
、
認
知
症
支
援
員
を
設
置

し
医
療
機
関
へ
つ
な
い
で
い

る
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
３
３
８
５
名
受
講
。
関
係

機
関
と
連
携
し
受
講
を
啓
発

し
て
い
る
。
今
後
も
キ
ッ
ズ

を
含
め
要
望
あ
れ
ば
対
応
、

受
講
後
の
支
援
を
検
討
す

る
。

問問　
健
康
寿
命
を
保
つ
秘
訣

と
し
て
、
孤
独
に
な
ら
ず
社

会
関
係
を
持
つ
、
定
期
検
診

を
受
け
る
と
あ
る
。
高
齢
者

対
象
の
活
動
内
容
と
、
定
期

検
診
の
受
診
状
況
と
受
診
率

を
高
め
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
。
ま
た
、
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。

答答　
通
い
の
場
、
憩
い
の
場

と
し
て
の
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ

事
業
、
芸
能
活
動
等
実
施
し

て
い
る
。
検
診
に
つ
い
て
は

未
受
診
者
に
個
別
通
知
、
日

程
で
の
追
加
検
診
、
専
門
保

健
師
の
配
置
に
よ
り
受
診
推

奨
し
て
い
る
。
移
動
支
援
と

し
て
、
公
共
交
通
の
指
定
乗

降
所
の
拡
大
で
対
応
。

問
答 健

康
長
寿
へ
の
環
境
つ
く
り
に
つ
い
て

関
係
部
署
・
団
体
と
協
力
し
て
い
く

田中美代子
( 新風会 )

その他の質問

問
認
知
症
の
理
解
と
対
応
に
つ
い
て
問
う

答
理
解
い
た
だ
く
啓
発
活
動
行
っ
て
い
る



17 もとみや議会だより第78号

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲改良が求められる変則交差点

・夢広場屋外ステージの改善は

問問　
礼
堂
地
内
の
変
則
交
差

点
改
良
に
つ
い
て
は
平
成
27

年
に
質
問
し
た
が
そ
の
時
の

市
の
答
弁
は
最
初
か
ら
最
後

ま
で
財
政
が
容
易
で
な
い
の

で
と
答
え
は
す
べ
て
そ
う

な
っ
て
い
た
。
７
、８
年
過

ぎ
財
政
が
改
善
さ
れ
た
と
思

う
の
で
再
度
質
問
す
る
。

答答　
こ
の
市
道
、
堀
ノ
内
西

明
内
線
は
全
長
３・
３
キ
ロ

の
路
線
。
途
中
で
県
道
岩
代

線
と
交
差
し
て
い
る
市
道
と

県
道
の
交
差
点
と
な
っ
て
お

り
市
単
独
の
改
良
は
難
し
い

の
で
、
現
在
具
体
的
計
画
は

持
っ
て
な
い
。
引
続
き
要
望

し
て
い
き
た
い
。

問問　
水
田
活
用
直
接
支
払
い

交
付
金
の
事
業
内
容
と
こ
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
人

数
は
。
栽
培
者
か
ら
交
付
金

は
ゼ
ロ
と
言
わ
れ
て
い
る
と

聞
い
た
が
本
当
か
。
制
度
資

金
は
20
日
締
切
。
今
年
中
に

交
付
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
べ

き
と
思
う
。

答答　

水
田
活
用
直
接
支
払

い
交
付
金
の
中
に
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用

の
稲
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で

穂
と
茎
を
同
時
に
刈
り
取
り

ロ
ー
ル
状
に
し
フ
ィ
ル
ム
で

包
み
発
酵
さ
せ
る
も
の
。
２

名
が
取
組
む
。
全
部
ゼ
ロ
と

い
う
話
は
し
て
い
な
い
。
国

へ
の
報
告
は
ま
だ
な
の
で
年

内
中
の
支
給
は
な
い
と
思

う
。

問
答 交

付
金
は
今
年
中
に
交
付
す
べ
き
で
は

年
内
中
支
給
は
な
ら
な
い
と
思
う

渡辺 忠夫
( 日本共産党 )

その他の質問

問
糠
沢
礼
堂
地
内
変
則
交
差
点
改
良
は

答
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
た
い

▲子どもの学習環境の整備を

・ ふるさと納税返礼品に空き家・お墓の見守りを
追加しては

問問　
①
安
心
し
て
外
出
す
る

為
の
「
希
望
を
か
な
え
る
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
」
の
作
成
は
②

救
急
救
命
キ
ッ
ト
に
個
人
の

尊
厳
を
守
る
た
め
、
自
身
の

望
む
医
療
や
ケ
ア
、
延
命
治

療
や
葬
儀
の
あ
り
方
な
ど
希

望
を
記
入
す
る
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
備
え
て
は
③
市

民
後
見
人
の
必
要
性
は
。

答答　
認
知
症
基
本
法
に
は
、

本
人
の
意
向
の
尊
重
・
国
民

の
理
解
に
よ
る
共
生
社
会
の

実
現
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
①

作
成
に
は
検
討
が
必
要
と

思
っ
て
い
る
。
②
作
成
す
る

自
治
体
も
あ
り
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。
③
必
要
性
も
高

ま
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
養
成
を
検
討
。

問問　
生
ま
れ
な
が
ら
に
格
差

が
固
定
さ
れ
て
い
る
「
親
ガ

チ
ャ
」
と
い
う
言
葉
が
若
者

の
間
に
浸
透
し
て
い
る
。
生

ま
れ
た
家
庭
の
経
済
格
差
が

教
育
格
差
を
産
み
、
そ
れ
が

子
ど
も
の
将
来
の
所
得
格
差

に
繋
が
る
。
貧
困
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
た
め
に
学
び
の
場

を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る

が
。

答答　
経
済
的
に
厳
し
い
か
ら

成
績
が
悪
い
、
勉
強
す
る
機

会
が
な
い
と
か
、
こ
れ
は
で

き
る
だ
け
社
会
が
排
除
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
経
済
的

な
理
由
で
塾
に
通
え
な
い
児

童
・
生
徒
に
特
化
せ
ず
市
全

体
の
学
力
向
上
を
目
指
す
為

に
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

問
答 学

習
支
援
の
実
施
、
無
料
塾
の
考
え
は

無
料
塾
の
取
り
組
み
は
意
義
が
あ
る

川名 順子
本宮市議会

公明党
⎞
⎠

⎞
⎠

その他の質問

問
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
に

答
認
知
症
の
対
策
等
取
り
組
ん
で
い
る



あ

と

が

き

関
心
度

ある　　… 75％
ない　　… 25％

　
は
じ
め
に
、
１
月
１
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な

り
な
ら
れ
た
方
へ
哀
悼
の
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
卯
年
、
温

厚
で
穏
や
か
な
性
格
か
ら
家
内
安

全
な
年
と
も
い
わ
れ
跳
ね
る
姿
か

ら
飛
躍
、
跳
躍
、
向
上
の
年
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と
っ
て

ど
ん
な
年
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
辰
年
、
好
奇
心
と
柔
軟
性

を
持
ち
、
努
力
を
重
ね
る
こ
と
で

希
望
の
種
が
実
を
結
び
大
き
な
成

長
を
成
し
遂
げ
る
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
様
も
新
し
い
こ
と
に

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
良
い
年
に
な

る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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次回3月議会定例会は3月4日に開会予定です。請願・陳情の締切は2月20日（16時まで）です。
※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。

<

再
生
紙
使
用>

20歳　×　議会
未来をささえるおとなたち

20歳に選挙について聞きました

選挙に行ったことがありますか？

今後行こうと思いますか？

二十歳を祝う会に参加された方に
アンケートを行いました！

　

令
和
６
年
二
十
歳
を
祝
う
会
に
は
、

本
宮
市
出
身
で
二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ

ん
が
艶
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
晴

れ
晴
れ
し
た
表
情
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
次
代
を
担
う
皆
さ
ん

に
、
選
挙
に
関
す
る
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
、
ま
す
ま

す
皆
さ
ん
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
議
会
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

思う　　… 95％

思わない… 5％

※参加者のうち 204 人にアンケートを実施しました！

絶対にいく　41％
気が向いたらいく　54％


